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事 業 報 告 

 

1.  英語教育部門 FD 実施報告書 

(1) 趣旨 

長崎大学言語教育センター英語教育部門では、「自立した英語学習者の育成に向

けて―e-learning プログラムの活用」というテーマのもと、下記の点を中心に FD

を行った。 

・学生の客観的英語力の把握と共有 

・e-learning 学習の必修化 

(2) 日時 

 平成 25 年 3 月 2 日（土）あるいは 3 月 23 日（土）のいずれか 1 日 13 時～16 時 

(3) 参加者数 

  42 名（3 月 2 日は、26 名、3 月 23 日は、16 名参加） 

  * 上記日程に受講できなかった 2 名の先生方については、平成 25 年度前学期中に

個別に同様の FD を実施した。 

(4) プログラム構成 

 

(5) 成果等 

今回の FD を通して、専任教員と非常勤講師とのさらなる協力体制の構築、英語

教育上の問題点の共有、および新しい英語教育改革への理解への徹底を図ることが

でき、さらに意見交換により英語教育の課題を認識することもできた。 

 

 

 

 

13:00~ 13:10 あいさつ 稲田センター長 

13:10~ 13:50 H24 年度 G-TELP と TOEIC-IP のデータから見

る本学学生の英語学力とその分析 
小笠原教授 

13:50~ 14:00 休憩  

14:00~ 14:30 e-learning 学習の必修化に向けて 廣江教授 

14:30~ 15:00 3 Step CALL System とパワーワーズについて 奥田助教 

15:00~ 15:10 休憩  

15:10~ 16:00 全体の質疑応答およびディスカッション 廣江教授 
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2.  モンタナ夏期語学研修体験報告会の実施 

平成 25 年 5 月にモンタナ大学 (University of Montana) と学術交流協定を結び、

協定に伴い夏季語学研修先としてモンタナ大学 English Language Institute に長崎

大学の学生 27 名を派遣した。 

平成 25 年 10 月 30 日に研修に参加した学生が全員出席し、報告会を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.  モンタナ大学 Robert Hausmann 教授講演会 
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4.  G－TELP 結果報告 

(1) 趣旨 

「総合英語」及び「英語コミュニケーションⅢ」の単位認定の際に、総合評価の

20%として評価する G－TELP の学部別・クラス別得点分布状況の周知を図り、常

勤・非常勤を問わず指導する際の参考にしていただく。 

(2)  得点分布状況 

Ｈ２４年度 

Ｇ－ＴＥＬＰ 

学部別成績（総合点 300 点）結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GRM(Grammar) 
LST(Listening) 

RED(Reading Vocabi;ary) 
TTL(Total) 
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Ｈ２４年度 

Ｇ－ＴＥＬＰ 

学部別成績結果 

 

 

GRM(Grammar) 100点 
LST(Listening) 100点 

RED(Reading Vocabi;ary) 100点 
TTL(Total) 300点 



事 業 報 告 

－ － 61

H23年度前期－後期－H24年度前期（後期） 

G－TELP Form 312－319－314 

平成23年度（2011年度）入学学生 
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H24年度前期－後期 

G－TELP Form 312－319 

平成24年度（2012年度）入学学生 

 

 

 




